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電話を受けるだけでも、いろんな能力が必要となるんだね。 

そのうえ、仕事の電話となると、その会社の取り扱う商品やサービスの専門的な知識、瞬時の判断、

社会的マナーも必要になってくるよね。 

自分の能力に適性のある仕事を探すためには、自身の特性把握が大事になるよ。 
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高次脳機能障害の対応の基本、なにごとも状況の「観察・分析」からだったよね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに挙げたのは一部で、他にもミスをする要因はあると思うよ。 

注意力の低下がある人は、特に表の作成とか転記とかが苦手になりやすいよ。注意障害について

は、入門講座２ダウンロード版資料を見てね。 
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他には、自身の「職業適性」に応じた職種や仕事内容で求人を探すことも重要だよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
就労を考えていくのに「職業準備性ピラミッド」が参考になるよ。安定して仕事を続けるために、土台

からしっかり整えていこう。 
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高次脳機能障害の人の場合に、特に大切な職業準備性のチェックを挙げてみたよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さきほどの A さんの場合は、６、８、１０、１１、１２辺りの準備が弱いと言えそうだね。では、上のチェック

リストで課題が多い場合は、どうすればいいんだろう？ 
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職業準備性にたくさん課題がある段階では、一般就労にトライしてもうまくいかないことが多いので、

表の右下のような就労支援機関で「職業リハビリテーション」（訓練）をしてから、一般就労にステップ

アップすることも良い方法だよ。ここで使う用語を説明しておくね。 
 
●「障害者枠就労」 
障害者雇用促進法に基づき、一定規模以上の会社は障害者を雇用する義務があるんだ（リンク：法

定雇用率）。ハローワークで「障害者求人」として出ているよ。障害者求人とはいえ、給料が発生する

ので仕事の能率は求められるよ。 
 
●「福祉的就労」 
障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスのうち、就労支援を目的にした３種の事業がある（リン

ク：「就労系障害福祉サービス」）。 
就労支援の福祉サービスを利用することになるので、前年度の所得等に応じて「利用料」がかかる人

もいるよ。 
「就労継続支援Ａ型」は、雇用契約を結ぶため、最低でも週２０時間以上の勤務が必要。給料として多

くの場合、最低賃金が保障されるよ。 
「就労継続支援Ｂ型」と「移行支援」の多くは、給料は出ない（作業内容により多少の「工賃」は出ること

があるよ）。自分の機能維持や向上のため、あるいは就労に向けた「訓練」と捉えよう。就労支援の事

業所は市内にもたくさんあるので、いくつか見学して今の状態や目的に合う所を上手に活用してほし

いな。 
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あと、働き方の大きな違いとしては、職場に障害のことを伝えるかどうかもあるね。 
障害者求人ではない一般就労に応募するときは、障害のことを伝えないことが多いだろうから、その

デメリットも知っておいてね。 
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高次脳機能障害のある方が就労するときに、関わることのある支援機関だよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各機関を詳しく知りたい場合は、名称（青色）をクリックしてみてね。  ※リンク切れの場合は、ご了承ください。 
「就労を含めた高次脳機能障害に関する相談」 
●京都市高次脳機能障害者支援センター 、●京都府リハビリテーション支援センター 
 
「就労前後での相談」 
●京都障害者職業相談室（ハローワーク）：職業紹介・障害者就職面接会の案内等 
●京都障害者職業センター：職業評価、職業準備支援、ジョブコーチ等 
●障害者就業・生活支援センター：相談、実習等 
●ジョブパークはあとふるコーナー：相談、各講座開催、実習等 
 
「福祉的就労（訓練）」    （障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス） 
●就労移行支援事業所、●就労継続支援Ａ型事業所、●就労継続支援Ｂ型事業所 
また、就労した後の定着支援を行う、就労定着支援事業所というのもあるよ。 
 
「就労準備のリハビリ」 

自立訓練施設など    （障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス） 
※京都市内にある高次脳機能障害に特化した自立訓練施設は１箇所 
●京都市地域リハビリテーション推進センター障害者支援施設 

          他にも、生活介護事業所などがあるよ。 
 
「生活面などの相談」 
●障害者地域生活支援センター：日常生活全般にわたる相談や支援等 
●各区役所・支所保健福祉センター           他にも、相談支援事業所があるよ。 
 
現時点ですぐの就労が難しい場合は、福祉的就労や訓練の場で、「できること」を広げていき、少し

ずつステップアップしていくのがいいと思うよ。たくさん相談窓口や支援機関があって、どの機関を利

用していいか判断に迷うときは、地域の支援拠点機関に相談してね。 
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その人の現在の作業能力、状況、課題に応じて、支援方針を検討するよ。 
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  興味がある方は、チラシを見てね。リンク：作業体験プログラムチラシ 
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展望記憶については、入門講座２ スライド１４を見てね。 
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この報告書は、ご本人や家族と共有するよ。 

また、次の就労支援機関が、ご本人の作業能力や障害特性を把握したうえで支援してもらえるようご

本人の了解のもと、その支援機関にも報告書を共有するよ。 
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作業体験プログラムを通して、A さんの自己認識も変化があったよ。 
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障害者職業センターを運営する「独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構」（リンク）のページ

には、高次脳機能障害のある方が就労するために参考になる資料があるよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンク：各地の高次脳機能障害支援拠点機関 

（国立障害者リハビリテーションセンター 高次脳機能障害・支援センター） 


